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一
般
会
計（
第
７
号
）	

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

５年度
補
予
正
算窓

口
業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託

Topic!窓
口
業
務
等
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業

	

【
令
和
５
年
度
か
ら
８
年
度
で
３
億
３
，５
６
７
万
１
千
円
】

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
社
会
構
造
が
変
化
す
る
な
か
、市

役
所
職
員
が
直
接
担
う
べ
き
業
務
と
民
間
活
力
を
活
用（
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
）し
て
行
え
る
定
型
的
な
業
務
を
切
り
分
け
、「
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」と「
職
員
負
担
の
軽
減
」の
両
立
を
図
る
も
の

で
す
。

問　
窓
口
業
務
を
外
部
委
託
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
繁
忙
期
で
人
手
の
足
り
な
い
部
署
に
職
員
を
割
り
当
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、異
動
し
た
ば
か
り
の
業
務
に
不
慣
れ
な
職

員
が
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

討
論

×
原
案
に
反
対

　
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
部
門
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
、窓
口
業
務
等
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
に
納
得
で
き
な
い
た

め
、本
案
に
反
対
す
る
。

12
月
定
例
会

議案等一覧
（11/27～12/15）

専 決 処 分 １件

決 算 13件

補 正 予 算 19件

条 例 11件

請 願 ２件

意 見 書 3 件

そ の 他 10件

　
議
案
57
件
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・

認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は

１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

　
議
案
や
議
決
結
果
の
一
覧

は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。

▲会議結果
（議会HP）
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一
般
会
計（
第
８
号
）	

【
全
会
一
致
で
可
決
】

５年度
補
予
正
算物

価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援 

そ
の
①

Topic!物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
事
業	

【
５
億
１
，８
２
４
万
円
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
家
計
急
変
世
帯
に
一
世
帯
あ
た
り

７
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

問　
12
月
中
に
給
付
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
年
明
け
に
は
な
り
ま
す
が
、シ
ス
テ
ム
改
修
が
済
み
次
第
給
付

し
ま
す
。

　
　

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
１
月
末
、令
和
５
年
６
月
に
３
万
円

を
支
給
さ
れ
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
は
２
月
中
旬
に
給
付

予
定
で
す
。

　
　

令
和
５
年
６
月
以
降
に
住
民
票
の
変
更
が
あ
っ
た
方
や
、非
課

税
世
帯
に
な
ら
れ
た
方
に
は
１
月
下
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
対

応
し
ま
す
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援 

そ
の
②

Topic!高
齢
者
生
活
支
援
給
付
事
業	

【
１
億
４
，４
７
１
万
６
千
円
】

65
歳
以
上
の
市
民
に
一
人
あ
た
り
５
千
円
を
給
付
す
る
も
の
で

す
。

問　
高
齢
者
へ
の
給
付
を
地
域
通
貨
で
は
な
く
現
金
に
し
た
理
由
は
。

答　
70
歳
以
上
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
多
い
た

め
、現
金
給
付
と
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援 

そ
の
③

Topic!子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
事
業	

【
４
，７
２
８
万
４
千
円
】

　

今
年
度
18
歳
に
な
る
ま
で
の
子
ど
も
に
一
人
あ
た
り
５
千
円
分

の
地
域
通
貨
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

問　
世
帯
主
が
申
請
す
る
の
か
。Ｄ
Ｖ
等
へ
の
配
慮
は
。

答　
対
象
と
な
る
子
ど
も
宛
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。案
内
に
記
載

の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、地
域
通
貨
が
給
付
さ
れ
ま
す
。D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ

オ
レ
ン
ス
）等
配
慮
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、個
別
に
対
応
し
ま

す
。

各
給
付
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
は
し
も
と

2
0
2
4
年
２
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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請
願学

校
給
食
の
無
償
化
の
継
続
実
施
を
求
め
る
請
願

Topic!

【
全
会
一
致
で
採
択
】

　

市
に
対
し
、橋
本
市
の
学
校
給
食
費（
保
護
者
負
担
分
）の
無
償

化
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
で
す
。

問　
学
校
給
食
の
無
償
化
に
必
要
な
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　
す
で
に
就
学
援
助
で
無
償
と
し
て
い
る
費
用
を
除
い
て
、年
間

約
１
億
６
千
万
円
が
必
要
で
す
。

問　
国
や
県
に
給
食
費
無
償
化
の
補
助
制
度
が
で
き
た
場
合
、市

の
負
担
分
の
財
源
は
確
保
し
実
施
す
る
の
か
。

答　
そ
の
場
合
は
市
と
し
て
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

条
改
例
正コ

ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

Topic!橋
本
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
、１
件
２
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
80
％
を
超
え
、普

及
促
進
に
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
た
め
、窓
口
交
付
手
数
料
と

同
じ
１
件
３
０
０
円
に
統
一
す
る
も
の
で
す
。

現　
行　
市
役
所
窓
口
に
て
交
付
……
１
件
３
０
０
円

　
　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
……
…
…
…
１
件
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
➡　

改
定
後　
一
律
…
１
件
３
０
０
円
（
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
）

問　

平
成
20
年
６
月
以
降
手
数
料
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

物
価
高
騰
の
な
か
適
正
価
格
と
い
え
る
の
か
。

答　
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、今
後
も
必
要
が
あ
れ
ば
見

直
し
て
い
き
ま
す
。
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議案に対する議員の賛否状況（賛否が分かれたものを掲載しています）
○：賛成　×：反対　△：欠席　キ：棄権
−：議長（議長は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合に限り、可か否か、裁決権を行使します。）

件　　　名 議決結果
賛　反

：
成　対

森

下

板

橋

岡
本（
喜
）

梅

本

阪

本

髙

本
岡
田
中（
博
）

堀

内

垣

内

岡
本（
安
）

小

林

田
中（
和
）

南

出

辻

本

土

井

石

橋

中

本

公 公 第 無 共 共 第 第 第 新 新 新 市 市 市 新 新 新

令和４年度橋本市一般会計決算の認定に
ついて 認 定 15：2 − ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度橋本市国民健康保険特別会計
決算の認定について 認 定 15：2 − ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度橋本市後期高齢者医療特別会
計決算の認定について 認 定 15：2 − ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度橋本市水道事業会計決算の認
定について 認 定 15：2 − ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度橋本市一般会計補正予算（第
７号）について 原案可決 15：2 − ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パンデミック条約締結および国際保健規則
改正に係る情報開示を求める請願について 不 採 択 3：14 − × ○ × × × ○ × × × × × × × ○ × × ×

議員名の下欄に各会派の略称を記載しています。
正式名称は、（共）日本共産党議員団、（第）第一義、（公）公明党議員団、（市）市民クラブ、（新）新政会、（無）会派に

所属しない議員です。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
お
よ
び
国
際
保
健
規
則

改
正
に
係
る
情
報
開
示
を
求
め
る
請
願

Topic!

【
賛
成
少
数
で
不
採
択
】

国
に
対
し
、

①
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
草
案
お
よ

び
国
際
保
健
規
則
改
正
案
の
国
民
へ
の
周
知

②
議
員
、有
識
者
、そ
の
他
一
般
国
民
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
手
続

き
の
早
期
開
始

を
、求
め
る
請
願
で
す
。

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、「
規
則
内
容
に
つ
い
て
は
英
文
で
公
開

さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
を
翻
訳
す
る
際
に
解
釈
の
相
違
が
あ
り
、正

確
性
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論

◎ 

採
択
す
る
こ
と
に
賛
成

　

国
際
保
健
規
則
は
W
H
O
加
盟
国
を
含
む
１
９
６
の
締
結
国
に

対
し
て
法
的
拘
束
力
を
も
つ
国
際
法

の
文
書
で
あ
り
、我
々
の
生
活
に
直
結

す
る
。規
則
内
容
に
つ
い
て
政
府
は
国

民
へ
周
知
、意
見
聴
取
を
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
、本
請
願
に
賛
成
す
る
。
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令
和
５
年
10
月
16
日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、各
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。12
月
定
例
会
に
お
い
て
、委
員
長
が
審
査
内
容
を
報
告
し
、い
ず
れ

の
会
計
決
算
に
つ
い
て
も
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、各
会
計
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、広
報
は
し
も
と
２
０
２
３

年
11
月
号
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、委
員
会
審
査
の
様
子
は
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

橋
本
市
議
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一

般

会

計

	

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

問　
乳
幼
児
医
療
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で
、所
得
制
限
に
よ

り
支
給
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
人
数
と
医
療
費
相
当
額
は
。

答　
い
ず
れ
も
試
算
で
す
が
、乳
幼
児

医
療
費
に
つ
い
て
は
、２
９
０
名
程

度
、医
療
費
相
当
額
は
約
９
８
０
万

円
で
す
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
は
、小
中
学
生

高
校
生
合
わ
せ
て
８
１
０
名
程
度

で
、そ
の
医
療
費
相
当
額
は
約
２
，

２
０
４
万
円
で
す
。

　
　

国
で
は
児
童
手
当
の
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、国
の
基
準
と
合
わ
せ
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
農
業
振
興
条
例
に
基
づ
い
た
農
産
物
産
地
化
事
業
に
つ
い
て
の

補
助
金
が
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答　
今
後
農
業
者
が
活
用
し
や
す
い
補
助
事
業
に
な
る
よ
う
、制
度

の
見
直
し
を
行
い
、し
っ
か
り
と
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

令
和
４
年
度
決
算
を
チ
ェッ
ク

市
の
お
金
の
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
た

 

一
般
会
計　

特
別
会
計
９　

企
業
会
計
３  

合
計
13
会
計

令和４年度
決算審査特別委員会

委 員 長 岡 本 喜 好

副委員長 垣 内 憲 一

委 員 板 橋 真 弓
 髙 本 勝 次
 堀 内 和 久
 小 林 　 弘
 南 出 昌 彦

▲委員会の映像
（YouTube）
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問　
農
産
物
販
売
促
進
対
策
委
員
会
負
担
金
で
使
わ
れ
て
い
る
北

海
道
留
萌
市
や
青
森
県
黒
石
市
で
の
柿
の
販
路
拡
大
事
業
の
取

組
み
は
。

答　
年
１
回
、両
市
に
行
き
、柿
の
出
張
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
便
を
活
用
し
た
販
路

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
高
野
山
麓
精
進
野
菜
を
扱
う
農
家
の
収
入
は
増
え
て
い
る
か
。

答　
現
状
で
は
付
加
価
値
を
つ
け
た
値
段
設
定
と
な
っ
て
い
な
い
の

で
、価
格
を
も
う
少
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、販
路
と
と
も

に
値
段
設
定
の
考
え
方
も
見
直
し
、収
入
が
増
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
農
産
物
販
売
促
進
対
策
委
員
会
負
担
金
か
ら
高
野
山
麓
精
進

野
菜
に
充
当
し
た
費
用
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
販
売
促
進
対
策
委
員
会
の
予
算
は
、農
産
物
全
般
の
販
売
を
促

進
す
る
も
の
で
あ
り
、高
野

山
麓
精
進
野
菜
単
独
の
事

業
費
と
し
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
等
安
全
点
検
委
託
料
に
つ
い
て
、予
算
の

半
分
し
か
使
っ
て
い
な
い
が
、安
全
性
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答　
非
構
造
部
材
の
耐
震
等
の
劣

化
点
検
で
あ
り
、一
部
は
、目
視

で
の
点
検
で
あ
っ
た
た
め
、減
額

と
な
って
い
ま
す
。

　
　

専
門
業
者
か
ら
の
報
告
で

は
、安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

討
論

× 

認
定
す
る
こ
と
に
反
対

市
民
か
ら
要
望
の
あ
る
学
校
給
食
の
無
償
化
、乳
幼
児
・
子
ど
も

医
療
費
の
所
得
制
限
撤
廃
等
に
つ
い
て
実
現
し
て
い
な
い
。ま
た
、ゴ

ミ
収
集
に
つ
い
て
夏
場
は
週
２
回
収
集
に
す
べ
き
と
考
え
る
た
め
、本

決
算
に
反
対
す
る
。

◎ 

認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、本
決
算
に
賛
成

す
る
。
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特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計…

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

問　
国
民
健
康
保
険
税
値
上
が
り
の
理
由
は
。

答　
橋
本
市
は
毎
年
示
さ
れ
る
県
の
標
準
保
険
税
率
に
合
わ
せ
る

た
め
、現
在
税
率
を
段
階
的
に
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　

基
金
を
取
り
崩
し
て
激
変
緩
和
措
置
を
し
て
い
ま
す
が
、基
金

残
額
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

討
論

× 

認
定
す
る
こ
と
に
反
対

加
入
者
の
生
活
が
苦
し
い
状

況
に
な
り
、今
後
の
国
保
会
計

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、

本
決
算
に
反
対
す
る
。

◎ 

認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

国
民
健
康
保
険
制
度
を
存

続
さ
せ
る
た
め
の
保
険
税
と
考

え
、予
算
は
適
正
に
執
行
さ
れ

た
も
の
と
判
断
し
、本
決
算
に

賛
成
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計…

【
全
会
一
致
で
認
定
】

問　
要
介
護
認
定
等
調
査
委
託
料
18
万
４
，２
７
０
円
で
委
託
し
た

人
数
は
。

答　
施
設
入
所
者
16
名
と
在
宅
生
活
者
19
名
の
計
35
名
で
す
。

　
　
な
お
、市
の
調
査
員
に
よ
る
調
査
人
数
は
２
，０
１
５
名
で
す
。

問　
介
護
認
定
の
調
査
は
遅
延
な
く
行
わ
れ
た
の
か
。

答　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
特
例
措
置
が
あ
っ
た
た
め
、調
査
件
数
は
少
な
く

な
って
い
ま
し
た
の
で
、遅
延
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計…

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

討
論

× 

認
定
す
る
こ
と
に
反
対

令
和
４
年
10
月
か
ら
、後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
上
が
り
、困
っ
て
い
る
市
民
の
声
を
き
く
。改
善
を
訴

え
る
た
め
、本
決
算
に
反
対
す
る
。

◎ 
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

少
子
高
齢
化
の
な
か
、高
齢
者
の
医
療
費
と
し
て
限
ら
れ
た
財
源

を
き
ち
ん
と
分
配
し
て
い
く
と
い
う
決
算
で
あ
り
、本
決
算
に
賛
成
す

る
。

ず
っ
と
、
安
心
し
て
医
療
を
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企

業

会

計

水
道
事
業
会
計…

【
賛
成
多
数
で
認
定
】

問　
な
ぜ
給
水
原
価
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

答　
あ
や
の
台
送
水
ポ
ン
プ
、浄

水
場
送
水
ポ
ン
プ
等
の
修
繕
で

約
６
，２
３
５
万
円
、浄
水
場

動
力
費（
電
気
料
金
）で
約
２
，

８
０
０
万
円
増
加
し
た
こ
と
が

主
な
原
因
で
す
。

　
　

動
力
費
は
、電
気
料
金
の
な

か
の
燃
料
調
整
費
単
価
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。

問　
配
水
お
よ
び
給
水
費
の
委
託
料
が
昨
年
度
よ
り
２
２
９
万
円

増
え
て
い
る
理
由
は
。

答　
水
道
水
の
濁
り
が
度
々
発
生
す
る
場
所
が
あ
り
、原
因
を
特
定

す
る
た
め
管
路
内
部
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
状
況
を
調
査
す
る
た
め
の

業
務
を
発
注
し
た
こ
と
で
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
調
査
に
よ
り
、工

事
等
で
市
民
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
期
間
が
短
く
な
り
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
電
気
料
金
を
抑
え
る
た
め
の
取
組
み
は
。

答　
配
水
池
へ
流
入
す
る
水
を
利
用
し
た
、小
水
力
発
電
を
採
用
で

き
な
い
か
検
討
し
ま
し
た
が
、コ
ス
ト
面
か
ら
採
算
が
合
わ
な
く
採

用
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
、効
率
的
な
太
陽
光
発
電
等
の
実
用
化
が
進
め
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

討
論

× 

認
定
す
る
こ
と
に
反
対

水
道
料
金
が
高
い
こ
と
で
市
民
が
困
っ
て
い
る
。節
水
に
も
限
度
が

あ
る
と
感
じ
、本
決
算
に
反
対
す
る
。

◎ 

認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

本
市
で
は
、人
口
減
少
と

な
り
、大
滝
ダ
ム
の
水
利
権

等
の
負
担
が
大
き
い
現
状
が

あ
る
が
、電
気
料
金
を
抑
え

る
取
組
み
な
ど
、経
営
努
力

は
評
価
で
き
る
。今
後
も
市

民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

安
心
安
全
な
水
を
提
供
し
続

け
る
た
め
、さ
ら
な
る
経
営

努
力
が
必
要
で
あ
る
。

予
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
た
め
、本
決
算
に
賛

成
す
る
。
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議 員 名 記 事 質 問 事 項

岡 本 喜 好

ＰＤＣＡサイクルについて
農業施策について

★ ゴミ収集施策について
★ 道路修繕施策について

岡 　 弘 悟
★ 乳幼児・子ども医療費無償化の所得制限について　

上司の立場と部下の立場、それぞれを理解する職場づくり

田 中 博 晃
★ 学校施設の修繕について

ごみ収集と市の役割

堀 内 和 久
ふるさと納税の利活用について

★ 岡潔記念館について
教育所管の施設維持管理についてNo.２

板 橋 真 弓
★ 市道原田小峰台線の夜間通行者の安全性確保について
★ デジタル人材育成事業について

田 中 和 仁
★ 市民病院看護師の昇格時期を早めてはどうか
★ 共同墓地の管理に支援を

国家戦略特区への取組みについて

南 出 昌 彦
★ 教職員の働き方改革について
★ いじめ問題について

辻 本 　 勉
★ 紀の川橋本サマーボールについて

本市小中学校教職員の勤務実態と働き方改革について

垣 内 憲 一
★ 街路樹など市道の環境施設帯の適正管理について
★ 通学の見守りと顔の見える関係づくりについて

岡 本 安 弘 ★ 介護認定の遅延について

小 林 　 弘

★ 橋本市内不法投棄ゼロを目指す
農業従事者の高齢化に伴う後継者不足と増え続ける耕
作放棄地・財産放棄地・所有者不明土地に対する市とし
ての取組みは

土井 裕美子 ★ 栄養価の高いお米（医食同源米）を学校給食と妊婦さん
へのプレゼントに

石 橋 英 和 ★ 災害復旧事業に於いての受益者負担率を改正出来ないか
中 本 正 人 ★ 市営住宅について
梅 本 知 江 ★ 橋本市の核である市役所の活性化について

髙 本 勝 次
★ 必要としている人が利用できる生活保護制度ヘ
★ 希望を持って暮らせる認知症施策を

阪 本 久 代
★ 介護保険料の引き下げを

子ども医療費助成の所得制限の撤廃を
★ 公民館、教育文化会館、産業文化会館などにfree Wi-Fiを

人が市政を問う！17

★マークのついた質問の概要を掲載しています

一

般

質

問
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

［答弁］ 一年を通じた週１回化を継続します

思い届かず！ 「夏場の可燃
ごみ収集２回」への道

問 以前にも質問致しましたが、再度この所得制
限について質問致します。この制度の本質は

橋本市の子どもたちの健康を守るというのが一番
の趣旨であり、その趣旨において例外を設けるべ
きではないと私は考えます。仮にこの制度の本質
が低所得者や医療を受けられない家庭状況の子ど
もたちへの援助、救済目的のためのものであるな
ら、所得制限については理解致しますが、そのよう
な性質の制度ではなく『橋本市の子どもたちのた
め』の制度であるとの答弁も以前頂いております。
実際現状の所得制限を受けないラインにある各家
庭の年収ベースで考えると充分に子どもの医療費
は捻出できると思われます。
　それなのに何故所得制限は設けられているので
しょうか。もともとの趣旨に反していると感じませ
んか。税は累進課税制度により税の負担を公平と
しています。つまり高所得者はその収入での負担
をし、既に義務を果たしているにも関わらず受ける
べき行政サービス、つまり権利は強制的に放棄さ
せられているのは何故でしょうか。ここでこの話を
聞いたときに感じる『お金があるのだから自分で支
払えば良い』と言った感情論は意味を成しません。
それは先ほどから述べているこの制度の本質が低
所得者救済のためではなく、本市の子どもたち全
員の健やかな成長の手助けのためだからです。こ
の理不尽とも思える所得制限の理由と撤廃を求め
て質問致します。

答 現状の予算や国と県の動向なども見ながら、
今後の乳幼児・子ども医療費無償化制度の所

得制限について再度考えていきます。予算編成の関
係もありますので早急にと言うのは難しいですが、来
年度の９月までに再度検討し、答えを出して報告致し
たいと考えています。

［答弁］ 令和６年９月までに検討し、答えを
出します

乳幼児・子ども医療費
無償化の所得制限撤廃へ

問 夏場４カ月間の可燃ごみ収集週２回の検討は
できますか。

答 週１回化の取組みに伴い減額できた財源を、
子ども医療費の無償化にも活用していること

から、一年を通じた週１回化を継続することとし、今
後も市民の皆様にご協力をお願いします。

問 現在の制度では生活系ごみの許可業者がな
く、区・自治会が追加の収集契約を結ぶこと

ができない。市を通じて委託または生活ごみの収
集契約ができますか。

答 区・自治会からの追加のごみ処理は合意を得
ながら取り組んできた経緯があり、市を通じ

ての委託についてお受けすることができません。ま
た区・自治会が業者に直接委託するには、生活系ご
みの収集運搬業の許可が必要となりますが、本市
では生活系ごみの収集運搬業についての許可をお
こなっていないことから、現時点において、要望の
実現は困難です。

高齢者、子育てに優しい市道の維持・整備を

問 道路修繕の処理率は。

答 要望件数に対する処理割合を処理率とし、令
和４年度目標値４０％、実績４７％となりました。

問 道路整備の予算の状況は。

答 令和３年度９,９００万円、令和４年度１億４,
２００万円、令和５年度は２億７００万円と予算

を増額し計画的に実施しています。

問 高齢者や乳幼児を抱いている保護者にとっ
て道路の陥没や劣化は危険であるため、幼

稚園・保育園周辺やバス停周辺の歩道整備の優先
順位を上げて整備できませんか。

答 現在は区からの要望書をもとに、現場確認の
うえ、緊急度合いを判定して優先順位を決め

ています。今後、修繕の優先順位の基準にどのよう
に反映するべきか検討します。

（第一義）
岡本喜好議員

（第一義）
岡 弘悟議員
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

［答弁］ 使い道のないものは処分します

本当にこれで良いのか
岡潔記念館

問 学校施設の修繕について、緊急性を要する修
繕案件や過去からの積み残し案件がどの程

度あり、どのような対応・解決を考えているのか。

答 学習環境に影響がある施設や安全安心を第
一に、修繕や工事が必要な箇所に緊急度合い

等を考慮し、計画的に対応しています。児童生徒へ
の危険と判断するものは、令和５年１０月時点の調
査で８件、現在４件が対応中、４件が未着手です。

問 計画的に対応していないから質問をしてい
る。未着手案件の予算要求あるいは修繕見

積りは取っているのか。

答 予算要求しているのは２件、残り２件は修繕見
積りを取っていません。

問 未着手案件は過去の積み残し。修繕見積りを
取らないと予算要求もできない。いつまで放

置するのか。高野口中学校屋上吹付剥落のような
新たな問題箇所も発生している。屋上防水工事を
止めたことがその原因では。

答 高野口中学校においては、ここ数年屋上防水
工事が滞っています。各学校においては、順

次ではありますが、長寿命化改良工事等の補助事
業と併せて、計画的に屋上防水工事を進めていま
す。

問 それが原因で高野口中学校の吹付剥落に
なったのでは。補助金頼りでいいのか。子ど

もたちが危険にさらされている。

答 教 育 委 員 会
から の 報 告

は受けていません
が、子どもたちの
安心安全のために
建築住宅課と相談
させ、早急に対応
します。

［答弁］ 早急に修繕見積りを取り対応します

子どもたちの安全のために
早急な学校修繕を求む

問 本市名誉市民の世界的数学者岡潔先生の功
績を称え顕彰していくとのことで、数年前から

任意団体と行政とで歩んできたと解釈している。任
意団体発足より今日まで当初の目標は達成できて
いるのか、また今後の展開はどのようにされるのか。

答 令和５年９月議会において、「橋本市立岡潔数
学体験館設置および管理条例」が可決された

ところですが、岡潔博士の顕彰事業については、岡
潔数学体験館の設置も含めて、当初から顕彰団体
と協議し準備を進めており、令和６年４月の開館に
向けて、展示や講座の内容についても話し合いをし
ているところです。

問 記念館から体験館に名称が変わったにも関わ
らず、クラウドファンディングで集めた1,000

万円を利用することは、寄付者の思いや法的に問
題ないのか。

答 この寄付は功績を称え顕彰していくために行
い、記念館が建設されるためにという方もお

られます。今回の体験館は名称こそ違いますが、関
係資料の展示や小学生の学習教室であります。大
きく趣旨が変わったものでなく法的に問題無いと
考えます。

問 当初の計画で利用予定だった、岡潔博士の昔
のお住まいの建物の部材・財産をいい加減な

保存をして、文化・歴史に携わる教育委員会が顕彰
を目的と言えるのか。
市 の 予 算 で 処 分と
は、名誉市民をどう
考えているのか。

答 襖もボロボロ
に なりほこり

もかぶったままで使
うのは難しいと考え
ます。使い道のない
ものは処分します。

（第一義）
田中博晃議員

（第一義）
堀内和久議員

名誉市民とは、情緒とは、顕彰とは何か
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

［答弁］ 現時点では国からの通知はなく、
支援は考えていません

共同墓地（地域の墓地）に
支援を！

問 本市における「みなし墓地」いわゆる地域の
墓地について件数を把握していますか。

答 県から権限移譲された墓地台帳によると、
９６４件のみなし墓地があります。

問 墓地件数の変更、廃止について。

答 廃止された墓地はありません。しかし、山の中
など個人墓地は、無くなっているところもあ

ると思われます。

問 墓地を管理する墓地台帳の整理について。

答 現状で県から引き継いだ墓地台帳は存在し
ます。それを実際に合わせた台帳として整理

することは、困難な状況ですが、少しづつ更新して
いきます。

市民病院の看護師の昇格を早めては
どうか

問 他の民間病院や公立病院は、昇格について
どのような運用をしているか。

答 県内の公立病院では主任級で１０年以上となっ
ています。急速な時代の変化に合わせ、研究を

続けます。

問 看護師の掘り起こしやＵターンの機会を設け
る、または、看護師の復職支援を行うなど、看

護師不足の解消対策はできないか。

答 一旦看護師を辞め、復職したくても最新の医
療・看護への戸惑いや不安を持たれる方もい

らっしゃるかと思います。まず、そのような方から連絡
をいただき、市民病院としてもこまめに対応していき
たいと考えます。

［答弁］ 市民に事業を周知し活用できるよ
う県に相談していきます

県の『自営型テレワーカー
養成事業』の活用を！

問 県委託事業の自営型テレワーカー養成研修
「家ではたらくカレッジ」は参加費無料、託児

付きで、自営型テレワーカーを目指す仲間と６カ月
間、段階的にスキルアップしサポート体制も充分な
事業であり、200名を超える実績がある。子育て中、
介護中、療養中、障がいがあっても、パソコン一台
あれば在宅で隙間時間を利用して収入を得ること
ができる。しかし、研修会場が遠いことから参加は
難しいため、橋本市で開催できないか。橋本市独自
で委託は可能か。

答 現在県の委託事業として実施されており、橋
本市での開催や橋本市独自の委託について

は、橋本市内でニーズがあるかどうかが重要となり
ますので、県の担当課に相談します。

問 橋本駅前に高校生や市民が利用しやすいWi-Fi
環境のあるコワーキングスペース等の設置は。

答 現在設置していませんが、今後高校生や市民
の皆様の意見等を聞きながら検討したいと

考えます。

市道原田小峰台線の夜間通行者のた
めの街灯の追加設置を！

問 市道原田小峰台線は主要幹線道路だが、夜
間真っ暗で照明がない歩道は通行者に危険

との声があり、令和４年Ｔ字路３か所予定のうち、１
か所設置された。さらに設置できないか。

答 道路照明設置基準に準じ、歩車分離歩道で交
通上の安全性は確保できています。設置を検

討した電柱は高圧線のみで、照明に必要な低圧の
電線が未添架または通電が未定の場合や、周辺耕
作者との調整ができない等で現在１か所の設置の
みになっています。

問 昨年設置した街灯の設置費用と維持費は。

答 蛍光灯２０Ｗ相当の照明器具で、設計額は約
１１万円、電気代は月１３６円です（令和５年１１

月請求分）。

（公明党議員団）
板橋真弓議員

（市民クラブ）
田中和仁議員

共同墓地は、少子高齢化の影響で修繕などの経営が厳しい
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 もともと「橋本市民まつり検討委員会」で検
討し答申をだしていた祭りだが、サマーボー

ルは「市民の祭り」なのか、「観光の目玉」なのか。

答 答申をいただいた平成２４年度当初は「橋本
市民祭り」という位置づけでしたが現在は

「観光の大きな目玉」と考えています。広く言えば、
「市民のための祭り」である認識は間違っていませ
ん。

問「観光の目玉」は、橋本駅前だと思う。駅前活
性化も考え、昔の向副緑地で市民祭りをして

ほしい。秋祭り同様、駅前を通行止めにして屋台を
だすことも可能となる。また、電車を利用すれば年
配の方も来ていただける。南馬場では、駅から距離
がある。もっと場所の検討をしてほしい。

答 向副緑地の「紀の川祭り」と、高野口紀の川河
川敷の「かっぱまつり」を一本化し、新たな市

民祭りを開催することを目的として、平成２３年１２
月に、「橋本市民まつり検討委員会」が発足され、本
委員会から市へ、新たな祭りの開催場所は、会場の
広さ、大雨による増水の危険性が比較的少ないな
ど総合的に判断して「南馬場緑地」が望ましいとの
答申があり、正式に「南馬場緑地」を開催場所として
決定していますので、来年度以降も引き続き「南馬
場緑地」で開催したいと考えています。

［答弁］ 南馬場緑地がベストだと考えます

向副緑地で花火を！
［答弁］ 新たなプログラム、体制整備を研
究していきたい

いじめ対策に新たな対応
部署・体制整備を！

問 いじめは被害児童・加害児童、傍観児童の健康
面への影響が将来続く。今の対策で良いのか。

答 いじめは無い方が良いので、低学年からどう解
決していくかについて取り組んでいます。

問 低学年であればいじめの影響が少ないとは言
えない。いじめ解決のための行動科学等のエビ

デンスに基づく新たな対応を行う必要があると思うが。

答 子どもと向き合う時間が大事です。

問 教員の厳しい労働環境が改善されない中、いじ
め対応もエビデンスに基づく対応策等を導入す

る必要がある。これ以上多忙な教員を働かせるのか。

答 そういった対応はできていませんが、新たなシ
ステムづくりに取り組む必要があると思います。

問 寝屋川市は市長部局にいじめ対策部署を設置。
全国の自治体の４割が首長部局に、いじめ対応

部署・窓口を設置。非常事態の今、市教育委員会は新
たな「行政的アプローチ」の導入が必要ではないか。

答 体制についても実践できるように研究します。

教職員の働き方改革について

問 働き方改革がなぜ進んでないのか。

答 若手教員の増加、コロナ前の教育活動の再開、
学習指導要領の変更、新教科導入等が要因です。

問 今年度過労死ラインの残業月８０時間超は１０月
末で９名。月４５時間を超える教員は。

答 全体の約４４％。平均残業は約４１時間です。

問 教職員の働き方改革の具体的取組みや有給休
暇の取得について。

答 業務の外部移行、教員の補助人材の配置、ＩＣＴ活
用の事務、教育委員会からの調査・統計業務の削

減、小学校の教科担任制の推進等に取り組んでいます。
　また、長期休業時に休暇を取りやすい環境にするよ
うに校長にお願いをしています。

（市民クラブ）
辻本 勉議員

（市民クラブ）
南出昌彦議員

橋本駅前の活性化を！
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 市道の環境施設帯の街路樹などがはみ出て、
車や歩行者の通行の妨げとなっている。橋本

市は豊かな自然と住宅、産業が調和した街です。し
かし中央分離帯の植木が繫茂し、通行の妨げに
なっている。本市は企業誘致の事業に取り組んで
いるが、運送に支障があれば誘致自体にも影響が
ある。適切な街路樹の管理を要望する。

答 市道の安全性、円滑性を保つため公共交通機
関の事業者等にも意見聴取しながら現状把

握に努め、街路樹の削減なども踏まえながら、より
危険な箇所から必要な対策を行っていきます。

市民みんなが見守り隊！

問 子どもの通学の安全において、地域の見守り
隊の高齢化により見守り活動が今後、継続困

難になることが予想される。そこで市民の皆さん
に散歩や、洗濯物を干したり取り入れたり、花の水
やりをする時間を子どもの登下校に合わせていた
だき、地域全体で子どもを見守って行く体制づくり
が必要と思うが橋本市の見解は。

答 本市においては、学校、家庭、地域が一体とな
り子どもも大人も共に育てあい、人と人のつ

ながりを深め暮らしやすく活力のある地域づくりを
目指していす。子どもに関わる地域の方々や団体が
増え青少年健全育成会を中心とした見守り隊に参
加していただける方や、子どもの安全を意識してい
ただける方を増やし地域全体で見守り活動に繋げ
ていきたいと考えています。

［答弁］ 必要な対策を行っていきます

街路樹など
市道の適正管理を！

問 介護認定調査遅延の現状、遅延の原因と直営
での介護認定調査員の人数、今後の対応は。

答 直近１ヶ月の更新申請で平均５８日要しており、
主な原因は本年４月の特例措置終了です。本

年度途中１名採用して７名で調査、外部へも委託し
ています。特例措置の再度適用、デジタル化など業
務改善で遅延のないよう取り組みます。

問 ４月以降特例措置を適用せず、認定者数の増
加が見込まれるなか、見通しが甘かったのでは。

答 介護認定調査員の増員や外部委託等を実施し、
申請の迅速な処理に取り組みましたが、現状多

くの遅延が発生することとなりました。関係者の皆さ
まにはこの場をお借りしてお詫び申し上げます。

問 認定調査の遅延が十分解消されるまで人員
を増加する必要があるのでは。

答 増員は必要と認識しており、担当部局と協議し
て早期に募集をしたいと考えています。

問 認定調査が遅れ、暫定利用していた利用者が
亡くなり介護給付費が請求出来ない等の事

例があったが、現場の状況を把握しているか。今年
度中に遅延解消にむけた取組みは。

答 利用の制約、介護報酬請求が先送りなど介護
保険事業者の運営にも支障をきたしていると

の報告は受けています。市としても遅延を解消する
ことが不可欠と考えています。

問 認定期間を２～３年と延長しては。橋本周辺広
域市町村圏組合に働きかけを行うべきでは。

答 国では、新規申請、区分変更申請の有効期間も
議論されており、市として国への要望も行って

いきます。また、広域組合は１市３町の審査を担ってい
るため、他の３町
と現状について
情報共有し、広
域 組 合 事 務 局
と協議をしたい
と考えています。

［答弁］ 遅延の解消に取り組みます

遅すぎるっ！介護認定調査！

（新政会）
岡本安弘議員

（新政会）
垣内憲一議員

※認定調査イメージ

大型車両に当たり変形し、歩道にはみ出し歩行者の
通行の妨げになっている樹木
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 医食同源米（金芽米）は白米よりもビタミン
や食物繊維、オリゴ糖、カリウム、葉酸、ＬＳＰ

（免疫ビタミン）などの栄養価やうまみ成分も高く、
無洗米であることから、炊飯時に米のとぎ汁で河
川を汚すことがありません。学校給食にこのお米を
使うことで、食事の栄養バランスがアップし、ＳＤＧ
ｓにも貢献できます。また、このお米は精米技術が
特別なものであるだけで、米の産地や銘柄は問わ
ず、今までどおり地元産のお米を利用でき、すでに
給食で導入している自治体では残食率も減ってい
ることが実証されています。子どもたちの健康増
進と妊婦さんへのプレゼントとしてこのお米を導
入してはいかがですか。

答 学校給食で無洗米を使用するには機械を改
修するために約５００万円の費用が必要で、物

価高騰によるコスト面などの課題があるので、今の
ところ導入は考えていません。

問 先進自治体では、民間事業者と包括連携協定
を結び、学校給食などへの導入を進めていま

すが、本市のお考えは。

答 事業者側の提案があった場合、双方で調整を
して、個別連携や包括連携協定の検討は可能

です。

［答弁］ メリットはあるが、コスト面での課
題があり導入できません

栄養価の高い医食同源米を
学校給食と妊婦さんへ！

問 橋本市が把握している不法投棄がされてい
る場所は何ケ所か。

答 自家用車から道路沿いに不法投棄されること
が多く、かなりの件数となるため、実際の箇所

数の把握は困難な状況にあります。あやの台５８号
線や京奈和自動車道の側道全般、河瀬幹線や広域
農道などで多くみられるほか、山林や農地など、私
有地への不法投棄についても、市民の方から相談
が多く寄せられています。

問 不法投棄に対し現在どのように対処している
か。

答 道路沿いのゴミは環境監視員が日常的にパ
トロールを行っており、確認したゴミをその都

度回収し、私有地への不法投棄は、私有地の外にま
とめて搬出してくれている場合に、行政サービスの
一環として環境監視員により回収しています。

問 過去５年の間に検挙にいたった案件はあるか。

答 書類送検に至った案件が１件あります。

問 不法投棄ゼロを目指すためにどの様な対策
をするのか。

答 不法投棄禁止の看板を希望される方に配布
しており、設置場所の相談があればアドバイ

スのため現地に同行することもあります。また、そ
れでも不法投棄が行われるような悪質ケースは、県
と連携し県所有のカメラを設置し、必要に応じ警察
に通報します。

問 市でカメラを購入することはできないか。

答 県が約１００台のカメラを所有しており、うち７
台が本市に割り当てられ１台が未設置となっ

ています。
　また、橋本保健所で７台所有しており１台が未設
置となっているそうです。
　現状、県との連携で対応可能と考えますが、今後、
県所有のカメラで台数的に対応困難となれば、市で
も監視カメラ購入について検討します。

［答弁］ 不法投棄が少しでも減るよう努め
ます

不法投棄ゼロを！

（新政会）
土井 裕美子議員

（新政会）
小林 弘議員

毎日食べる給食に栄養価の高いお米を導入し、
子どもたちの健康増進！
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 市営住宅の用途廃止の進捗は。

答 市営住宅の老朽化解消と人口減少に伴う必
要戸数の減少に対応するため、「橋本市営住

宅長寿命化計画」に基づき、段階的に用途廃止を進
めています。令和９年度までに用途廃止する木造
１０団地については、昨年度ですべての入居者の移
転が完了し、現在は空き家となった住宅の除却を進
めています。また、令和２９年度までに用途廃止する
非木造７団地については、昨年度に対象１７７世帯へ
の説明や意向調査を実施し、今年度から移転支援
を進めています。令和５年１１月末時点で、すでに１３
世帯が移転済であり、他市営住宅への住替え希望
の９世帯が住替え先を決定しています。

問 非木造７団地の入居者への意向調査の状況
と移転支援の内容は。

答 昨年度に移転時期などについて意向調査を
実施した結果、移転時期については令和２０

年から２４年の移転希望が最も多く、約４４％の入居
者ができるだけ長く今の住宅に住み続けたいとい
う意向でした。次に多かったのが直ぐに移転したい
と回答された方で約１９％おられました。移転支援と
しては、移転補償や家賃助成などを行うようにして
います。

問 非木造７団地の移転期限は令和２４年までと
なっているとのことだが、台風などの大規模

災害を考慮し、移転期限をもう少し短くすることは
考えられないか。

答 移転については、入居者とよく話をしながら
進めていきたいと考えています。

　国の補助制度をうまく活用しながら、少しでも早く
移転していただけるよう、住替えの支援を進めてい
きます。

［答弁］ 住人の意見を尊重しながら進めます

市営住宅の用途廃止に伴う
移転支援は？

問 この国が有事にみまわれた時に、食料不足等
の発生が懸念される。年々食料自給率も低下

しており、食料自給率を上げる必要があると考えて
いる。とりわけ食料としての米は重要と考えており、
過去において米作りは農業の主役であったが、最
近では農家も減少し、米作りをする方も少なくなっ
てきている。田を守り耕作を継続してもらうために、
農地災害復旧時の受益者負担率を変更し、市で補
助を行い軽減することはできないか。

答 国の補助も充実しており、公共性も低いこと
から受益者負担率の変更は考えていません。

問 近隣で受益者負担分に市町費で補助をして
いるところはあるか。また、受益者負担分を

市で補助を行った費用に対し、地方債、交付税措置
は活用できるか。

答 近隣で調査したところ、１０市町のうち４市町
で実施しています。受益者負担分を市で補助

を行った費用は、災害復旧事業債が活用でき、交付
税措置の対象となります。

問 国の補助があるが、農家にとって受益者分担
金は大きな負担となっている。

答 農地だけを特別視はできません。市の財政状
況も鑑みて、恒久的な市費を投じての農家負

担軽減は難しいと考えます。今後、臨時的な負担軽
減措置は災害の状況を見ながら判断していきます。

［答弁］ 改正は考えていません
臨時的措置は状況を見て判断します

災害復旧事業においての
受益者負担率改正を！

（新政会）
石橋英和議員

（新政会）
中本正人議員



18
QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 他の自治体では生活保護制度の周知のため
に『生活保護の申請は国民の権利です。』と

書かれたポスターを役所内や福祉事務所に掲示さ
れている所が増加している。橋本市でも掲示しな
いのか。

答 周知ポスターについては、既に実施している
自治体を参考に、本市でも作成し、市役所本

庁舎および保健福祉センター内に掲示します。

問 生 活 保 護 世 帯で子
ども が 高 校や 大 学

に入学を希望する場合、
生活扶助についてどのよ
うな対応をされているか。

答 高校進学の場合、生
活 保 護 制 度に基 づ

き入学準備費や教材代、
授業料、通学費等を支給し
ます。大学進学の場合は、
新生活の準備資金として
進学準備給付金を支給します。

個性や尊厳が保障されて希望を持てる
「認知症施策」を

問 高齢者のなかで、認知症疾患の方が増えてい
ます。本市の認知症疾患の方は、どれくらい

いますか。

答 本市では、現在約２万人の高齢者のうち約４千
人と考えています。

問 認知症の方とその家族の人が、地域の人や
専門家と情報を共有する場として「認知症カ

フェ」の取組みがあります。「認知症カフェ」発展の
ために、市担当者とキャラバンメイト、認知症サ
ポーターが運営にかかわる仕組み作りを提案しま
す。かつらぎ町では成功しています。

答 現在、本市の認知症サポーターは８千人。カ
フェが充実してくるなかで、協力していただ

けるサポーター等がもっと増えれば考えていきたい
と思います。

［答弁］ 制度について、ポスターで周知する

利用しやすい
生活保護制度へ

問 職員の皆様のモチベーションが高く、明るく
元気な職場になっていますか。

答 各職場に応じた方法で朝礼やミーティングを
実施し、職員間のコミュニケーションを図っ

ていますが、今後も上司自ら手本を示すなどして、
職員同士がお互いを尊重し、ハラスメントが起こら
ない明るく元気な職場となるよう努めます。

問 市民の立場に立った市役所の環境づくりや
窓口のサービスはできていますか。

答 窓口対応においては住民満足度の向上が重
要であると考えています。本市では、職員研

修において住民満足度向上研修を取り入れ、毎年
実施していますが、今後も挨拶をはじめとした接遇
を大切にし、住民ニーズに応じた丁寧かつ誠実な対
応ができるように努めていきます。
　市役所の環境づくりとしては、来庁者に喜んでも
らえるように、保健福祉センター玄関前の花壇で職
員が花を育てています。また、子どもたちが多く来
庁される子育て世代包括支援センターやこども課、
家庭教育支援室などには飾りつけをしており、喜ん
でいただいています。本庁の窓口においても、それ
ぞれの職場で検討し、工夫していきたいと考えてい
ます。

［答弁］ 市役所が明るく元気な雰囲気とな
るよう努めます

明るく元気なまちづくり！
まずは市役所から！

作成：札幌市保健福祉局総務部保護自立支援課

検索札幌市　生活保護

〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所本庁舎3階  TEL011-211-2992

生活保護の申請は
国民の権利です。

お困りの場合は お住まいの区役所保護課へ
ご相談ください
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04-F01-21-1167
R3-4-126

中央区保護一課　℡ 205-3274
北区保護一課　　℡ 757-2517
東区保護一課　　℡ 741-2479

白石区保護一課　℡ 861-2466
厚別区保護一課　℡ 895-2549
豊平区保護一課　℡ 822-2489
清田区保護課　　℡ 889-2488

南区保護一課　℡ 582-4765
西区保護一課　℡ 641-6964
手稲区保護課　℡ 681-2549

（日本共産党議員団）
髙本勝次議員

（会派に所属しない議員）
梅本知江議員

大好きな橋本市 !!
日本一、明るく元気なまちに !

札幌市の啓発ポスター
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QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画（YouTube）をご覧いただけます。　※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

問 介護給付費準備基金が毎年積み上げられて
いるのはどうしてですか。

答 計画時点において想定していた給付費に至
らなかった場合など、保険料の残額を基金に

積み立てることになります。平成２７年度に給付費
の伸び幅が鈍化の傾向を見せて以降、横ばいが続
き基金を積み立てる結果になっています。

問 令和５年度末の基金の予想はいくらですか。

答 １２億３,０００万円です。今年度の基金残高見
込み額を勘案し、第９期保険料を算定したい

と考えています。

産業文化会館などにＷｉ-Ｆｉを

問 コロナ禍を契機にオンラインの学習会、講演
会が増えました。しかし、市内の文教施設（公

民館、教育文化会館、産業文化会館など）にはＷｉ-Ｆ
ｉを備えたところがありません。設置を求めます。

答 現在、貸館利用時、必要に応じて利用者や講
師などが自身でＷｉ-Ｆｉを準備し講演会を開催

していますので、Ｗｉ-Ｆｉ環境を整備する必要はない
と考えます。

［答弁］ 今年度の基金残高見込み額を勘案
し、算定したい

介護保険料の引き下げを

（日本共産党議員団）
阪本久代議員

一般質問とは？Ｑ
定例会において、議員が市の行政全般につい
て質問することです。橋本市議会では、議員
１人の持ち時間は60分です。

A

一般質問の順番はどうなってい
るの？

Ｑ

一般選挙後初の定例会から、会派の届け出順
により輪番制となっています。進行は通告書
一覧の順に進みますが、議員１人あたりにか
かる時間は不明のため、特定の議員の質問が
いつから始まるかは決まっていません。

A

質疑と何が違うの？Ｑ
質疑は議題に対する質問です。橋本市議会で
は、同じ議題に対し、議員１人ができる質疑
は２回までと決まっています。

A

知っているようで知らない？

一般質問のこと

一般質問の内容は、事前にわか
るの？

Ｑ

開会日に各議員の一般質問のテーマをホーム
ページで公開しています。また、一般質問実施
日には傍聴席入口に一般質問の内容を掲載し
た冊子を置いています。

A

過去の一般質問も閲覧できます。

議会用語の

まめちしき

オンラインで講演会のできる場所を

一般質問（議会HP）▶
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総務経済
委員会
行政視察 財政難のなか、駅前開発についてどうすすめるか

市全体が一丸となり幸福度全国№１のまちを目指す

令和５年１１月８日（水）
岩手県紫波郡紫波町「オガールプロジェクト」駅前開発について

令和５年１１月9日（木）
秋田県仙北市「地方創生特区・近未来技術実証特区」について

ポイント
長年未利用だった公有地の活用とリスクの少ない不動産開発

施設を建てる前にテナントを募集し、事前に家賃や場所、必要な床面積が確定してから設計するこ
とで、テナント入居率１００％を達成。平成３０年には年間来訪者１００万人を突破。

ま と め
橋本市も活用できる公有地は多くあるので、民間の知恵を借り、人々の交流が生まれるようなまちづ
くりを考える必要があります。

取 組 み
・農業法人経営多角化等促進事業
・高年齢退職者就業促進事業
・旅行業務取扱管理者の要件緩和事業
・無人運転バス公道実証実験
・スマート農業実証実験
・医療ＤＸ拠点化事業　など

ま と め
どの自治体も地域課題は山積みで、今後さらに深刻化

していきます。自治体が生き残っていくためには、できる
ことを狭めるのではなく、あらゆる可能性にチャレンジ
する姿勢と課題解決に向けた高い志が重要です。

■ 官民連携によるまちづくり、それが「オガールプロジェクト」

■ 地域課題の解決に向け、何事にもチャレンジ

オガールの中央にある芝生広場

施設・店舗
・岩手県フットボールセンター
・バレーボール専用体育館
・ビジネスホテル・産直マルシェ
・紫波町役場・図書館
・子育て応援センター・保育園
・飲食店・物販店・クリニックなど
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文教厚生建設

委員会 

行政視察 合計特殊出生率２.９５ 奇跡のまち

若者世帯向けの移住定住支援で活力あるまちに

令和5年10月3日（火）
岡山県勝田郡奈義町「子育て支援と若者向け住宅施策」について

令和5年10月４日（水）
兵庫県神崎郡神河町「優良賃貸住宅等若者向け住宅施策」について

　高齢者支援につながっていくとの考えから子
育て支援に取り組んでいました。

人口減少、少子高齢化を食い止める施策
・住宅施策（産み育てる環境）
・住宅環境（住む環境）
・魅力ある就学支援制度
・就労の場の確保施策（働く環境）

定住促進のための支援メニュー
・若者世帯住宅取得支援事業
・若者世帯住宅リフォーム支援事業
・若者世帯向け家賃補助制度
・空き家のかたづけ支援

　8割が山林に囲まれ、平野部では3つの河川沿いに集落が点
在、都市部に近い田舎で、若者が都会に出ていくといった点は
橋本市に似たところがある。定住促進の取組みとして、若者世
帯に特化し思い切った施策に取り組んでいました。

聴きもらさないよう真剣な眼差しで！

こんな施設が欲しい！「なぎチャイルドホーム」

市の抱える課題についてお互いに意見を交換

子育て支援施設「なぎチャイルドホーム」
・子育てサポートスマイル

一次的な預かり、社会的な経験の場づ
くりなど子育て家庭をサポート。

・地域住民の交流活動
親子クラブ・サークル活動・高齢者との

交流など場所の提供・支援。
※不要となった体操服・制服・育児用品等

が安くリサイクル出品されており、収入は、
同施設のイベントに使用されています。
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広報広聴

特別委員会 橋本市民大学いきいき学園と交流

　講師としてお招きいただき、市議会の仕組みや役割についてお話し
しました。

令和５年１１月８日（水）
「橋本市議会の仕事と役割」について

皆さんと貴重な意見交換ができ、”いきいき”をシェアしました

議会クイズ、皆さんわかりましたか？

　出席者の方々に講義の内容や議会だよりに
関するアンケートを実施しました。
　アンケート結果は、ホームページに掲載して
います。 委員会の活動（議会HP）▲
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議員全員 すこやか橋本 まなびの日 で「議会報告会」

　ブースでは、皆さんが
市に希望することを花形
のフセンに記載し、希望
の木に貼っていただきま
した。

第２位

「商業施設・公園・まちづくり」（40枚）
「もっと遊べる場所を」「ショッピングモールを」など

　皆さんから頂いた「希望の
花」の集計結果はホームページ
でご覧いただけます。
　また、その結果については、
議会の各常任委員
会に報告し、今後
のまちづくりに活
かしてまいります。

住み続けられるまちになりますように

お母さんたちの望むことは？

276枚の「希望の花」が咲きました

令和5年１１月１２日（日）
県立橋本体育館でブースを出展しました

希望の花 第１位

「教育」（55枚）
「給食費の無償化を」「通学にバスを」など

議会報告会（議会HP）▲
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この議会だよりは環境に優しい
植物油インキ（VEGETABLE OIL 
INK）と再生紙を使用しています

議 会 か ら の お 知 ら せ

橋本市議会

表紙写真をプレゼントします
市議会だよりの表紙写真に採用された方には、完成した市議会だよりの表紙をフレームに
入れてプレゼントします。
素敵な写真が撮れた際はぜひご応募ください。

今回の『議会だより』はいかがでしたか？
　皆様にとって、よりわかりやすい紙面づくりに取り組んで
います。
　今回の感想や、今後掲載してほしいことなど皆様のご意見を
お待ちしています。
　いただいたご意見等は、紙面で掲載していきたいと思います。

（メール） gikai@city.hashimoto.lg.jp
（ T E L ） 0736-33-6107
（ F A X ） 0736-33-1268

３月定例会の予定
２月２６日 開会
３月  ４日 一般質問
  ５日 一般質問
  ６日 一般質問
  ７日 議案審議
  ８日 令和６年度予算審査特別委員会
  １１日 令和６年度予算審査特別委員会
  １２日 令和６年度予算審査特別委員会
  １３日 総務経済委員会
  １４日 文教厚生建設委員会
  ２１日 閉会

78号で表紙をかざった初芝橋本中学校高等学校柔道部の
皆さん、元気でハツラツとしていました。

柔道部顧問 森 泰伸 先生

応 ┊ 募 ┊ 方 ┊ 法

テーマは『 笑 顔 』
撮影者の氏名、住所、連絡先、撮影
場所、撮影時期、写真のタイトルを記
載し、写真をメールで議会事務局へお
送りください。
gikai@city.hashimoto.lg.jp

詳しくは応募要項を
ご確認ください。

応募要項
（議会HP）

笑顔を写真におさめるために、歯をだす

よう指導しました。記念になります。

撮影者


